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貢献度に対して配点するコアタイム点、第 1 ～ 2 回目
のコアタイム後の調査活動で作成した調査レポートの
得点、最後の第 3 回目のコアタイム終了後に提出させ
る総合レポートの得点の 3 項目について、5 点、4 点、
3 点の 3 段階で得点を与えるというもので、それぞれ
の段階が同人数にするように指示した。つまり、3 種
類の評価項目について、グループ学生を「とても良い」
「よい」「ふつう」の 3 群に等分し、それぞれ 5 点、4 点、
3 点を与えるというものである。たとえば、9 人グルー





いて、自身を含めグループの学生を個別に 5 点、4 点、





教員の評価点は、1 クールにつき 30 点満点で 3 クー
ルで 90 点となる。一方、学生の相互評価点は、1 クー
ルにつき 10 点満点に換算し 3 クール分で 30 点満点と
なる。教員評価点と学生相互評価点を合わせて 120 点
となるが、これを 100 点満点に換算し、総合成績とした。
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2016 年度と 2017 年度の評価方法の違い
① 教員評価＝ 3 段階の相対評価にした。










図 1　教員による評価点分布（2016 年度：相対評価導入前、100 点満点。バーは平均± SD）





















になった（図 3 と図 5 を比較）。これは教員評価と学生
相互評価の結果が食い違う学生がいるためだが、これ
が公正なのかどうかは判断できない。いずれにせよ、
学生相互評価は、低得点者の得点を少し上昇させ、逆
に高得点者を少し低下させており、格差を縮小する効
果が認められた。
また、学生による相互評価を取り入れたため、学生
が自分と他の学生を比較する必要がでてきた。これは、
自分がグループ討論にどの程度貢献しているか客観的
に見ることを学生に義務付けたとも言える。これによ
り、グループ討論に対する積極性を増大させる効果が
あったかもしれないが、後述するように相互評価を嫌
う学生意見も多く寄せられた。また、教員による評価
も相対評価であることについての疑義も散見された。
本年度新しく取り入れた相対評価は、比較的簡単で一
見公正な評価ができたように見えるが、本当に問題が
ないのかは検証すべきである。
3　教員評価と学生相互評価の 
食い違いについて
表 1 に示すとおり教員評価と学生相互評価の結果に
は高い相関が認められ、どのクール、どのグループで
も概ね合致していた。ただし、一部に相関が認められ
ないグループや、逆に負の相関が認められたグループ
もあった。これは、どの教員が評価しても評価が低い
図 3　2016 年度の総合成績分布（縦軸は人数）
図 5　2016 年度成績分布　教員評価のみ
図４　2017 年度の総合成績分布
図 6　2017 年度成績分布　学生評価のみ
4のに学生相互評価はどの学生グループに属した場合で
も総じて高い学生がいたり、あるいはまったくその逆
の学生がいたためで、このような学生がグループ内に
複数名いたことで相関が乱れたと考えられる。
特定の学生について教員評価と学生評価が食い違う
のは何故か。議論への貢献度を、学生がしっかり評価
できていないことが、その理由の 1 つかもしれない。
例えば、よく発言するが発言内容が議論とまったくか
み合っていなかったり、ときに議論を妨害してしまう
ような発言をする学生がいた場合、教員は議論への貢
献度を考慮して低く評価する。しかし学生は、当該学
生の発言量にのみ注目して、過度に高く評価してしま
う傾向があるようである。一方、あまり発言しないが、
実際には深く真剣に考えていて時折とても重要な発言
をすることで議論を盛り上げる学生は、これと逆、つ
まり教員評価は高いのに学生相互評価はあまり高くな
らないのである。
4　おわりに
3 クールの全授業終了後に実施した授業評価アン
ケートでは、他の学生と無理矢理比較されるとして、
相対評価や学生相互評価を嫌う意見が多かった。一方
で、学生相互評価をすることで、討論への貢献度を学
生自身に客観的に気付くことができ討論に積極的に参
加するようになったなどという、肯定的な感想も散見
された。また、チューター担当教員からは、簡便で主
観が入る余地が少ないとして相対評価について肯定的
な見方をする教員が多かった。しかし、その一方で、
相対評価が学習科目の評価方法として本当に適当なの
かという疑義も出ている。試行的に導入した相対評価
は、比較的簡単に一見公正な評価ができるが、本当に
問題がないのか検証すべきである。
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表 1　教員評価と学生評価の相関
